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◯建 造 量  平成１９年度１/四半期における建造量（竣工ベース）は、総トン数では対前年度同

期比 14.3%減の 1,029千総トンとなった。 

        主な船種別では、貨物船では、その他（コンテナ船）が増加したが、ばら積み貨物

船が減少し対前年度比 32.2%減の 534 千総トン、油槽船は、一般油槽船が増加して対

前年度比 19.5%増の 491千総トンとなった。 

 

 

◯受 注 量  平成１９年度１/四半期における受注量（契約ベース）は、対前年度同期比 43.1%減

の 991 千総トンとなった。前年度を下回ったのは、日本の船台が 2～3 年空いていな

いため中国等の新興国造船所に早期納期の受注が集中したものと見られるが、数値的

には高い位置を維持しており、依然として BRICｓ（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ﾛｼｱ､ｲﾝﾄﾞ､中国）諸国の貿

易が活発で、海運需要は引き続き高まっていることが高水準の主因と考えられる。 

        主な船種別では、貨物船は、自動車運搬船の大型船の受注の影響で増加したが、ば

ら積み貨物船が大幅に減少し対前年度同期比 53.2%減の 692 千総トン、油槽船は、石

油製品運搬船が増加して対前年度比 13.6%増の 298千総トンとなった。 

 

 

◯手持工事量  平成１９年６月末における手持工事量は、対前年同月比 5.8%増の 12,990 千総トン

となった。 

        主な船種別では、貨物船は、隻数では前年同月を上回ったが、総トン数では対前年

同月比 0.3%減の 7,894千総トン、油槽船は、化学製品運搬船、ＬＰＧ船、ＬＮＧ船の

増加により対前年同月比 16.9%増の 5,094千総トンとなった。 

 


